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2（２０１３年４月）

　

市
で
は
、
第
一
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

生
活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
充
実
、
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
及
び
市
民
と
行
政
の
協

働
の
五
つ
の
分
野
に
お
い
て
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
に

お
い
て
短
期
間
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
は
、
施
策
を
選
択
し
て
集
中
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
長
方
針
や
社
会
経
済
状
況

を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
＊
実
施
計
画

や
予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
配
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

東
御
市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
さ
わ
や
か
な
風
と
出
会
い
の
元
気
発
信

都
市
」
の
構
築
を
目
指
し
て
、
三
点
の
重

点
施
策
の
基
本
方
向
を
見
据
え
な
が
ら
、

次
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

 
Ⅰ  　

万
人
か
ら
4
万
人
が

３.５

 　
  　

暮
ら
す
元
気
な

　
　
　
　
　
   
ま
ち
づ
く
り

　

観
光
客
等
の
都
市
住
民
と
の
交
流
と
転

入
者
を
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
と
と
も
に
、

人
口
増
加
に
向
け
た
将
来
の
都
市
像
を
見

据
え
て
、
土
地
利
用
の
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

①
観
光
の
振
興
と
都
市
住
民

　
　
　
　
　
　

と
の
交
流
の
促
進

・
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
、
滞
在
型
観
光

の
推
進
、
宿
泊
機
能
の
強
化

・
地
元
特
産
品
を
使
っ
た
六
次
産
業
化
の

推
進

②
I
・
J
・
U
タ
ー
ン
（
移
住
）

　
　
　
　

の
誘
導
に
よ
る
定
住
の
促
進

・
空
き
家
バ
ン
ク
等
に
よ
る
住
宅
の
流
動

化
の
促
進

・
住
宅
団
地
の
販
売
促
進

・
市
営
住
宅
の
計
画
的
整
備

③
都
市
計
画
に
基
づ
く

　
　
　
　

機
能
的
な
地
域
整
備
の
推
進

・
都
市
機
能
の
計
画
的
更
新

・
田
中
駅
南
口
地
域
振
興
計
画
の
推
進

 
Ⅱ  
安
全
・
安
心
、
元
気
な

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
、
健
康
長
寿

を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
課
題
に
的
確
に
対

応
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
し
て
、
豊
か

な
生
活
を
送
る
た
め
の
生
活
基
盤
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
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とうみ

（２０１３年４月）

①
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

　

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」 の
環
境
整
備

・
保
育
園
の
統
合
、
施
設
の
改
築

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
児
童

館
整
備
と
機
能
の
充
実

・
感
染
症
予
防
接
種
の
推
進

②
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　
　
　
　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

・「
生
き
活
き
長
生
き
健
康
と
う
み
」
の
推

進
・「
と
う
み
食
育
の
里
プ
ラ
ン
」
の
推
進

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

・
介
護
予
防
事
業
の
推
進

・
持
続
型
地
域
医
療
（
市
民
病
院
・
診
療

所
、
助
産
所
と
う
み
）
の
充
実

③
教
育
・
文
化
・
体
育
の
振
興

　
　
　
　
　

に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上

・
小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

・
教
育
振
興
計
画
の
策
定

・
新
図
書
館
の
活
用

・
東
御
清
翔
高
校
と
の
連
携

④
道
路
網
の
整
備
に
よ
る

　
　
　
　
　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上

・
幹
線
道
路
網
の
整
備

⑤
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

　
　
　
　
　
　

循
環
型
社
会
の
推
進

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
太
陽
光
発

電
、
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
の
普

及
推
進

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

・
循
環
型
社
会
の
推
進
、
ご
み
３
Ｒ
の
推

進
⑥
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
推

進
・
水
源
の
確
保

・
下
水
道
水
洗
化
率
の
向
上
と
合
併
浄
化

槽
水
洗
化
の
支
援

・
農
地
・
森
林
・
里
山
の
整
備

・
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

⑦
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

　
　
　
　
　
　
　

対
策
事
業
の
推
進

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
支
援

・
産
業
の
活
性
化
、
企
業
誘
致
の
推
進

⑧
有
事
に
備
え
た

　
　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
災
害
に
強
い
河
川
改
修
、
用
排
水
路
整

備
の
推
進

・
災
害
・
非
常
時
の
伝
達
通
信
体
制
の
整

備
・
災
害
時
避
難
施
設
の
耐
震
工
事
の
推
進

 
Ⅲ  
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
   
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市
民
と
行

政
が
共
に
考
え
、
協
働
参
画
を
基
本
に
適

切
な
役
割
分
担
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

①
新
し
い
地
域
づ
く
り
計
画

・
第
２
次
東
御
市
総
合
計
画
の
策
定

②
身
近
な
生
活
を
支
え
る

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築

・
エ
フ
エ
ム
と
う
み
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
の
推
進

・
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
環
境
づ
く
り

の
推
進

③
地
域
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
た
め
の

　
　
　
　

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り

・
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

④
女
性
の
社
会
参
加
の
促
進
と

　
　
　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

・
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
推
進

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　
　

�　

－

５
８
９
３

６４

※実施計画とは、市の将来ビジョンを総合的に示

す「第１次東御市総合計画」に定めた施策を実施

するため、具体的な事業を明らかにした３カ年

ローリング方式の短期的計画です。

　平成25年度実施計画（平成25年度から27年度）

は市のホームページでご覧になれます。

▲総合計画の冊子



4（２０１３年４月）

歳　

入

　

主
な
歳
入
は
、
金
額
の
大
き
い

も
の
か
ら
順
に
地
方
交
付
税
が　
４２

億
円
、
市
税
が　

億
８
、
９
６
２

３７

万
円
、
市
債
が　

億
５
、
５
７
０

１７

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の

経
済
情
勢
に
よ
り
市
税
は
微
増
、

地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
程
度

の
水
準
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
舞
台
が
丘
整
備
事
業
や

保
育
園
建
設
事
業
な
ど
の
建
設
事

業
に
つ
い
て
は
、
主
に
市
債
（
借

金
）
を
財
源
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

市
債
の
う
ち
、
合
併
特
例
債
３
億

９
、
６
２
０
万
円
、
公
共
事
業
等

債
５
億
８
、
６
１
０
万
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
公
共
施
設

整
備
の
た
め
、
基
金
か
ら
４
億
４
、

２
４
０
万
円
の
繰
り
入
れ
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

 
予

算

の

概

要

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年

２５

度
に
引
き
続
き
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
行

財
政
の
簡
素
・
効
率
化
を
図
り

な
が
ら
、
事
務
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
を
実
施
し
予
算
化
し

ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
厳
し
い
経
済
状
況
の
影
響
を

考
慮
す
る
中
で
市
税
及
び
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
手
堅
く
確
実

な
見
込
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
財

源
の
計
画
的
な
縮
減
を
経
常
的

一
般
財
源
の
枠
配
分
と
事
務
事

業
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
経
常
経
費
を
抑
制
し
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
懸
案
事
業
や
重
点

施
策
・
重
点
事
業
を
精
査
し
予

算
配
分
し
ま
し
た
。

　

予
算
額
は
一
般
会
計
が
１
４

４
億
８
、
５
０
０
万
円
（
対
前

年
度
６
、
５
０
０
万
円
、
0
・

4
％
の
減
）、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
ほ
か
４
つ
の
特
別
会

計
の
合
計
額
が　

億
１
、
２
２

６６

１
万
円
（
同
２
億
１
、
７
７
８

万
円
、
３
・
４
%
の
増
）、
公

営
企
業
会
計
（
収
益
的
支
出
と

資
本
的
支
出
の
合
計
）
の
水
道

事
業
会
計
で　

億
７
、
６
３
２

１３

万
円
（
同
２
億
７
、
０
７
７
万

円
、　

・
５
％
の
増
）、
下
水

２４

道
事
業
会
計
で　

億
８
６
９
万

２２

円
（
同
１
、
５
２
２
万
円
、
０
・

７
％
の
増
）、
病
院
事
業
会
計

で　

億
６
、
１
９
８
万
円
（
同

２３
１
億
４
、
３
４
１
万
円
、
６
・

５
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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（２０１３年４月）

歳　

出

　

目
的
別
の
歳
出
は
、
金
額
の
大

き
い
も
の
か
ら
順
に
民
生
費
が　
４３

億
２
、
０
０
９
万
円
、
総
務
費
が

　

億
７
、
１
６
３
万
円
、
土
木
費

２６が　

億
６
、
７
７
０
万
円
と
な
っ

１９
て
い
ま
す
。
民
生
費
に
は
和
地

区
・
田
中
保
育
園
等
建
設
事
業
費

５
億
１
、
９
９
７
万
円
を
、
総
務

費
に
は
舞
台
が
丘
整
備
事
業
費
８

億
９
、
１
５
０
万
円
を
、
土
木
費

に
は
海
野
地
区
・
県
地
区
整
備
事

業
費
３
億
６
、
５
７
０
万
円
を
予

算
化
し
ま
し
た
。
以
下
公
債
費
、

教
育
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
、
消

防
費
、
農
林
水
産
業
費
、
議
会
費

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
事
業

と
し
て
は
、
舞
台
が
丘
整
備
事
業
、

田
中
保
育
園
建
設
事
業
な
ど
４
事

業
を
計
画
し
ま
し
た
。

※
各
表
の
金
額
と
構
成
比
は
、
万
円

未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、

合
計
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

増　　　減平成24年度
予算額（Ｂ）

平成25年度
予算額（Ａ）

会　計　名　称
率（％）差引�－�

△0.4△6,5001,455,0001,448,500一 般 会 計

5.818,600318,700337,300国民健康保険特別会計

1.743025,50025,930後期高齢者医療特別会計

6.015,300256,500271,800介護保険特別会計

△3.5△8233225地域改善地区住宅改修資金等
貸 付 事 業 特 別 会 計

△32.6△12,54438,51025,966工業地域開発事業特別会計

0.715,2782,094,4432,109,721　 総　 額　

一般会計及び特別会計 （単位：万円）

増　　　減平成24年度
予算額（Ｂ）

平成25年度
予算額（Ａ）

会　計　名　称
率（％）差引�－�

△0.3△21067,18966,979収益的支出

水道事業
会 計

62.927,28743,36670,653資本的支出

24.527,077110,555137,632計

△1.8△2,191124,513122,322収益的支出

下 水 道
事業会計

3.93,71394,83498,547資本的支出

0.71,522219,347220,869計

6.112,044198,862210,906収益的支出

病院事業
会 計

10.02,29722,99525,292資本的支出

6.514,341221,857236,198計

公営企業会計 （単位：万円）

平成25年度会計別総括表
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当
初
予
算
額
の
推
移

　

当
初
予
算
の
平
成　

年
度
か
ら

２１

平
成　

年
度
ま
で
の
推
移
は
、
左

２５

表
の
と
お
り
で
す
。
平
成　

年
度

２５

の
一
般
会
計
は
、
平
成　

年
度
に

２１

比
べ　

・
8
％
増
と
な
っ
て
お
り
、

１５

保
育
園
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り
建

設
事
業
の
経
費
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険

２５

特
別
会
計
は
、
平
成　

年
度
に
比

２１

べ
7
・
0
％
増
、
介
護
保
険
特
別

会
計
は
、
平
成　

年
度
に
比
べ

２１

　

・
8
％
増
と
そ
れ
ぞ
れ
給
付
費

１９の
増
加
等
に
伴
い
増
加
し
て
い
ま

す
。
老
人
保
健
特
別
会
計
は
平
成

　

年
度
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

２３

 ［歳入］

増　　　　減平成24年度平成25年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

1.03,91025.8375,05226.2378,962市 税

△8.8△1,5001.217,1001.115,600地 方 譲 与 税

△54.5△6000.11,1000.0500利 子 割 交 付 金

△47.4△2700.05700.0300配 当 割 交 付 金

0.000.01000.0100株式等譲渡所得割交付金

0.002.130,0002.130,000地 方 消 費 税 交 付 金

0.000.11,0000.11,000ゴルフ場利用税交付金

0.000.23,1000.23,100自 動 車 取 得 税 交 付 金

△23.5△4000.11,7000.11,300地 方 特 例 交 付 金

△0.2△1,00028.9421,00029.0420,000地 方 交 付 税

0.000.04800.0480交通安全対策特別交付金

△1.8△4761.927,0301.826,554分 担 金 及 び 負 担 金

△1.8△3931.521,8051.521,412使 用 料 及 び 手 数 料

33.938,0847.7112,33810.4150,422国 庫 支 出 金

10.27,5505.174,3755.781,925県 支 出 金

△16.3△7720.34,7230.33,951財 産 収 入

0.000.010.01寄 付 金

15.011,2245.275,0465.986,270繰 入 金

0.000.35,0080.35,008繰 越 金

△2.3△1,0673.247,1123.246,045諸 収 入

△25.7△60,79016.3236,36012.1175,570市 債

△0.4△6,500100.01,455,000100.01,448,500　 合　 計　

増　　　　減平成24年度平成25年度
区　　　　分

率 （％）金額 （Ａ－Ｂ）構成比 （％）予算額（Ｂ）構成比 （％）予算額（Ａ）

△0.3△421.015,2561.115,214議 会 費

△4.8△13,48319.3280,64618.5267,163総 務 費

4.117,14328.5414,86629.8432,009民 生 費

△3.5△3,8987.7111,5857.4107,687衛 生 費

0.42023.246,9363.347,138農 林 水 産 業 費

3.82,8315.174,5675.377,398商 工 費

0.245513.5196,31513.6196,770土 木 費

7.23,3303.246,5243.449,854消 防 費

△11.8△14,6438.6124,5087.6109,865教 育 費

1.21,6059.6139,3879.7140,992公 債 費

0.000.04100.0410災 害 復 旧 費

0.000.34,0000.34,000予 備 費

△0.4△6,500100.01,455,000100.01,448,500　 合　 計　

 ［歳出］

（単位：万円）

（単位：万円）

合併特例債の活用事業 （単位：万円）

うち、合併特例債充当額総事業費事　　　業　　　名

3,86089,150舞 台 が 丘 整 備 事 業

19,04049,063田 中 保 育 園 建 設 事 業

2,4702,726和 地 区 保 育 園 建 設 事 業

14,25015,000合 併 振 興 基 金 積 立 金

39,620155,939　 合 計　
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●議会費
　議員報酬、手当等（19名分） 　1億2,207万円

●総務費
　舞台が丘整備事業費

　　（中央公民館改築工事等） 8億9,150万円

※ケーブルテレビ伝送路光ケーブル化工事

　　設計業務委託料 ････････････ 3,150万円

※参議院議員選挙費 ････････････ 1,690万円

※集落間防犯灯整備事業費（LEDに更新）

　　　　　　　　　 ････････････ 1,661万円

●民生費
　保育園建設事業費（和地区・田中等）

　　　　　　　　　 ･････････ 5億1,997万円

　保育所運営事業費（市立） ･･ 3億2,954万円

　生活保護費 ･･･････････････ 1億9,299万円

●衛生費
　上田地域広域連合負担金（ごみ処理）

　　　　　　　　　 ･････････ 2億3,238万円

　ごみ分別収集費 ･･･････････ 1億　 455万円

　予防接種事業費 ･･････････････ 8,930万円

●農林水産業費
　中山間地域等直接支払制度費

　　　　　　　　　 ･････････ 1億　 201万円

　新規就農総合支援事業費 ･･････ 1,951万円

　松くい虫防除対策事業費 ･･････ 1,636万円

※荒廃地復旧対策事業費 ･･････････ 200万円

●商工費
　中小企業振興資金等預託金   2億5,000万円

　重要文化財建造物等公開活用事業改修工事

　費・工事監理委託料 ･･･････ 1億6,050万円

　温泉施設指定管理委託料 ･･････ 7,000万円

●土木費
　海野地区・県地区整備事業費（海野バイパス、

　　県・東深井線等） ････････ 3億6,570万円

　道路後退用地整備事業費 ･･････ 2,150万円

　住宅リフォーム補助金 ････････ 1,800万円

●消防費
　上田地域広域連合負担金（常備消防分）

　　　　　　　　　　 ･･･････ 3億7,813万円

●教育費
　文化会館指定管理委託料 ･･････ 6,776万円

　体育施設及び中央公園指定管理委託料

　　　　　　　　　　 ･･････････ 5,821万円

※給食センター建替設計委託料 ･･ 1,500万円

※北御牧小中学校一貫教育関連事業費

　　　　　　　　　　 ････････････ 419万円

一般会計予算を市民一人あたりに換算し、家計簿に表してみました
　平成25年度の一般会計歳入歳出予算額（144億8,500万円）を基準に各科目を一般家庭の項目に置き換えたも

のです。（市民一人あたりの金額は、平成25年3月1日現在の人口31,262人で算出しました）

　市の予算には様々な種類の歳入や歳出があり、一般的な家計簿とは内容が異なります。

　例えば「人件費」は、経常的な必要経費として「食費」に置き換えました。目安としてご覧ください。

●問い合わせ先　総務課　財政係　�64－5805
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市
で
は
、
民
間
企
業
会
計
の
「
発
生
主

義
」「
複
式
簿
記
」
等
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
た
財
務
書
類
を
作
成
し
、
い
ま
ま
で
分

か
り
に
く
か
っ
た
財
産
及
び
借
金
の
状
況

や
ソ
フ
ト
事
業
に
使
っ
た
費
用
な
ど
を
公

表
す
る
取
り
組
み
を
平
成　

年
度
決
算
か

２０

ら
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
財
務
書
類
は
、

資
産
（
道
路
や
公
共
施
設
等
の
財
産
）
や

負
債
（
資
産
を
形
成
す
る
た
め
の
借
金
）

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　

財
務
書
類
に
は
「
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
）」と「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」、

「
純
資
産
変
動
計
算
書
」、「
資
金
収
支
計

算
書
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
貸
借

対
照
表
」
と
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を

解
説
し
ま
す
。

　

な
お
、
財
務
書
類
の
作
成
範
囲
は
、
市

の
各
種
会
計
に
加
え
、
土
地
開
発
公
社
な

ど
関
係
団
体
を
含
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の
金
額
は
、
平
成　

年
２４

３
月　

日
現
在
人
口
の
３
０
、
８
２
２
人

３１

で
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
そ
の
資
産
に

対
す
る
負
債
、
及
び
負
担
済
み
の
純
資
産

の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
上
記
の
表

を
市
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
、
右
表
の

と
お
り
１
人
当
た
り
３
７
８
万
円
の
財
産

が
あ
り
、
そ
れ
を
調
達
す
る
に
あ
た
り
、

１
３
９
万
円
が
借
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ま
で
の
世
代
が
残
し
て
い
る
純
資
産

も
２
３
９
万
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民１人当たりの…

　　資産〈財産〉

　　　　　378万円

　　（前年比3万円）

負債〈借金〉

　　　139万円

（前年比0万円）

純資産

　　　239万円

（前年比2万円）

※カッコ内は前年比
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
資
産

形
成
に
結
び
付
か
な
い
、
行
政
等

の
運
営
費
用
を
分
析
す
る
た
め
の

財
務
書
類
で
す
。
最
も
大
き
い
コ

ス
ト
は
、
社
会
保
障
給
付
や
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
移
転

支
出
的
な
コ
ス
ト
で
、
近
年
ま
す

ま
す
そ
の
割
合
を
高
め
て
い
ま
す
。

次
に
大
き
い
の
は
物
に
か
か
る
コ

ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
減
価
償
却
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

道
路
や
施
設
等
の
耐
用
年
数
に
よ

り
、
資
産
価
値
が
目
減
り
し
た
分

を
コ
ス
ト
と
し
て
と
ら
え
た
も
の

で
す
。

★
分
析
指
標

○
将
来
世
代
負
担
比
率　

・
0
％

３６

（
地
方
債
残
高
÷
公
共
資
産：

前

年
度
比
0
％
）

　

道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設

は
将
来
の
世
代
の
方
も
利
用
す
る

施
設
で
す
の
で
、
建
設
の
一
部
費

用
の
負
担
を
し
て
も
ら
う
割
合
を

示
し
て
い
ま
す
。
東
御
市
の
比
率

は
、　

・
０
％
で
平
均
的
な
値
と

３６

な
っ
て
い
ま
す
。（
平
均
値　

〜
１５

　

％
）

４０
　

今
後
も
、
将
来
世
代
の
負
担
が

過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
公
共
施
設

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
歳
入
額
対
資
産
比
率
4
・
2

　

（
資
産
合
計
÷
歳
入
総
額：

前

　

年
度
比
△
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
）

　

歳
入
総
額
に
対
す
る
資
産
の
比

率
を
表
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

形
成
さ
れ
た
資
産
は
何
年
分
の
歳

入
に
あ
た
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

東
御
市
は
4
・
2
年
分
の
歳
入
に

相
当
す
る
資
産
が
蓄
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
前
年
度

よ
り
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
微
減
し
て

い
ま
す
が
、
概
ね
平
均
的
な
水
準

（
3
・
0
〜
7
・
0
） ※
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

○
行
政
コ
ス
ト
対
公
共
資
産
比
率

　
　

・
9
%

２４

　

（
経
常
行
政
コ
ス
ト
÷
公
共
資

　

産：

前
年
度
比
0
・
7
％
）

　

ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
行
政
コ
ス

ト
と
ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
公
共
資

産
の
割
合
を
み
る
こ
と
で
、
財
源

配
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
分
か
り
ま
す
。

道
路
や
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業

も
市
民
生
活
に
は
重
要
で
す
が
、

一
方
で
社
会
福
祉
給
付
や
各
種
団

体
へ
の
補
助
金
と
い
っ
た
ソ
フ
ト

事
業
も
大
切
で
す
。
国
等
の
補
助

金
を
活
用
し
た
公
共
施
設
整
備
事

業
を
実
施
し
た
た
め
、
ハ
ー
ド
事

業
の
割
合
が
わ
ず
か
に
高
ま
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
指
標
及
び
平
均
値
は
、「
新
地
方

公
会
計
制
度
の
徹
底
解
説
」（
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
編
著
）
か
ら
抜
粋

★
実
質
的
な
負
債

　
　

（
借
金
） の
状
況

　

東
御
市
の
負
債
（
借
金
）
は
、

貸
借
対
照
表
の
と
お
り
4
2
7
億

3
、
1
0
0
万
円
で
す
。
し
か
し
、

今
後
借
金
の
返
済
に
対
し
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
額
な

ど
が
1
9
3
億
6
、
3
0
0
万
円

あ
り
ま
す
の
で
、
実
質
的
な
借
金

は
2
3
3
億
6
、
8
0
0
万
円
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
1
人

当
た
り
で
は
約　

万
円
（
前
年
比

７６

1
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

　　

財
政
係
窓
口
に
は
、
詳
細
が
分

か
る
説
明
用
の
冊
子
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課　

財
政
係

　
　

�　

－

５
８
０
５

６４
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北
御
牧
小
中
一
貫
教
育
推
進
委
員
会
の
概
要

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
情
報
や

教
育
課
題
、
教
育
活
動
、
学
校
評

価
を
共
有
し
、
協
働
し
て
、
小
中

一
貫
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
中
で
「
一
貫
教
育
推
進
委

員
会
」
は
、
保
護
者
・
地
域
住
民
・

学
校
職
員
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ

的
確
に
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
の

承
認
な
ど
一
定
の
権
限
を
持
つ
機

関
で
す
。

　

以
下
の
点
に
留
意
し
て
「
一
貫

教
育
推
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
す
。

�
保
護
者
・
地
域
住
民
の
学
校
運

営
へ
の
参
画
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

両
校
長
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
。

�
推
進
委
員
会
は
、
左
記
の
６
つ

の
部
会
を
設
置
し
、
各
種
活
動
へ

の
参
画
・
支
援
を
進
め
る
。

○
学
校
安
全
・
環
境
部
会

○
学
習
支
援
部
会

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
部
会

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
支

　

援
部
会

○
学
校
評
価
部
会

○
広
報
部
会

�
一
貫
教
育
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
委
員
の
中
か
ら
互
選
し
、

主
に
地
域
や
部
会
へ
の
窓
口
と
な

り
、
委
員
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能

し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

�
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
双
方
向

で
高
め
あ
う
学
校
評
価
の
在
り
方

を
検
討
し
、
実
施
す
る
。

　

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
北
御
牧
小
中
学
校
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
り
あ
げ
て

い
く
た
め
に
推
進
委
員
会
を
大
い
に
機
能
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

推
進
委
員
会
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　説明会を開く中で、保護者や地域の皆様の出されたご質問やご要望等にお答えいたしました内容についてお知

らせします。

　北御牧小中学校は、近いから実

施するのですか?東部地区も同じ

ように進めるのですか?

　北御牧地区は、小・中学校１校ずつという環境と徒歩15分の場所に

あるという立地条件にあり、また、早い時期から連携教育を推進して

きているという歴史があります。従って比較的取り組みやすい状況に

あります。北御牧地区一貫教育の成果を東部地区にも生かすべく平成

25年度から東部地区でも小学校間・小中学校間の連携教育を推し進め

ます。

　数学講師（市採用による１名）が中学校に所属し、小学校の5.6年生

の10時間を2学級3コースに分け担任の先生と分担して授業を行いま

す。「ゆっくり」を２コース「ぐんぐん」を１コースに編制し、子ど

もが自分にあったコースを選択します。学期ごとに変更も可能です。

中学校では、１学級を複数教員で授業を行います。それぞれ少人数に

よる学習により、きめ細かな指導と子どもたちが「分かった」「できた」

喜びを実感できる学習を展開します。そして、基礎学力の定着と学力

向上を図ります。

　平成23、24年度は、小中両校の職員による連携教育推進委員会を

計15回開催し、一貫教育の土台作りを行ってきています。来年度から

連携教育推進委員会を一貫教育推進委員会に移行し、地域の皆さんと

ともに作り上げる一貫教育にしていきます。作り上げられ完成された

一貫教育ではなく、今後も地域とともに作り上げていく一貫教育と考

えていただきたいと思います。小中9年間に学びの連続性を持たせた

持続性のある指導は、子ども側から考えると効果は大きいことに異議

を唱える人は、いないと思います。今後、一貫教育推進委員会にご意

見・ご要望等をお寄せください。

　小学校5年生からの算数・数学

のコース別少人数学習は、どのよ

うに行うのですか?

　開かれた学校なのに情報が保護

者に届くのが遅く、地域、保護者

の声を聞かずに決めて良いのか？

●問い合わせ先　教育課　学校教育係　�64－5879

　中１ギャップと言われ

る課題などを克服するた

め、一貫教育が始まると

のこと。市内で初めての

試みであり、その成果は、

市内他地区の模範となり

ます。地域に住む私たち

も有難く、大いに期待す

ると共に応援したい。

　北御牧小・中学校は、

地域の人々の温かい手で

育まれてきた歴史があり

ます。一貫教育導入で、

その良さがさらに発揮さ

れ、すべての子供たちが

「自分は地域の中の大切

な一員」と実感できる、

そんな学校を期待しま

す！
荻原　輝久さん
（大日向）

佐藤もも子さん
（下八重原）
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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
に
育
つ
よ
う
、
市
内
各
区
、
各
地
区
で
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
・
育
成
会
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
家
庭
だ
け
で
は
出
来

な
い
体
験
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

伝
統
行
事
の
ほ
か
、
魚
つ
か
み
、
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
の
自
然
や
文
化

に
触
れ
る
活
動
、
調
理
・
工
作
な
ど
の
創
作
活
動
、
球
技
大
会
、
ミ
ニ

運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

様
々
な
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
中
で
、
異
年
齢
、
異
世
代
の
多
く
の
人
と
の
交
流
す
る
こ
と

は
心
を
豊
か
に
し
ま
す
。

　

活
動
を
と
お
し
て
、
頑
張
っ
た
り
、
力
を
出
し
き
っ
た
り
、
思
い
っ

き
り
楽
し
む
こ
と
は
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
活
動
中
の
事
故
に
備
え
て　

「
子
ど
も
会
安
全
共
済
会
」 へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
会
安
全
共
済
会
は
、
子
ど
も
会
・
育
成
会
の
活
動
中
に
生
じ

た
事
故
に
、
通
院
1
日
目
か
ら
見
舞
金
を
支
給
す
る
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
の
制
度
で
す
。
東
御
市
で
は
会
費
を
全
額
補
助
し
、
加
入
を
促
進

し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
手
続
き
は
各
区
の
育
成
会
を
と
お
し
て
、

２５

こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 
加
入
の
手
続
き

　

加
入
に
あ
た
っ
て
は
単
位
区
の
育
成
会
長
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
際
に
は
氏
名
・
年
齢
・
行
事
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
も
の

　

①
育
成
会
の
活
動
中
の
け
が

　

②
会
場
ま
で
の
通
常
経
路
往
復
途
中
の
け
が

　

③
事
前
会
議
・
練
習
中
の
け
が
等

 

田
中
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

会
長　
 
柳 

や
な
ぎ 

澤 　
 
一  
馬 　

さ
わ 

か
ず 

ま

「
わ
い
わ
い
遊
ぼ
う
会
」

　

毎
年
９
月
に
「
わ
い
わ
い
遊
ぼ

う
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
縦
割
グ
ル

ー
プ
で
、
各
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を

回
り
ま
す
。
低
学
年
も
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
簡

単
に
挑
戦
で
き
る
遊
び
な
の
で
皆

夢
中
で
す
。
今
年
も
楽
し
い
コ
ー

ナ
ー
を
い
っ
ぱ
い
用
意
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
６

月
の
「
相
撲
大
会
」、
７
月
の
「
川

遊
び
の
会
」
も
お
楽
し
み
に
。

 

滋
野
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

会
長　
 
後  
藤  
富  
美  
男 　

ご 

と
う 

ふ 

み 

お

「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」

　

滋
野
地
区
で
は
「
元
気
で
明
る

く
心
豊
か
な
子
ど
も
」
の
育
成
を

願
っ
て
、
不
思
議
発
見
ツ
ア
ー
、

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
、
史
跡
め
ぐ
り

な
ど
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
秋
に
公
民
館
で
行
う
文
化
祭

で
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
企
画

す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
を
書
い
て
宣
伝
し
た
り
、

当
日
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど
教
え

た
り
頑
張
り
ま
し
た
。
今
年
の
活

動
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。

▲

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

▲

大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く
り
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祢
津
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長　
 
� 

や
な
ぎ 
澤 　
 
佑  
三 　

さ
わ 

ゆ
う 

ぞ
う

「
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

　

毎
年
秋
に
行
う
ミ
ニ
駅
伝
大
会

は
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。

２９

地
区
内
の
７
つ
の
コ
ー
ス
を
各
区

小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
で

分
担
し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

ひ
と
り
で
は
苦
し
く
て
も
仲
間
の

応
援
で
走
り
き
り
ま
す
。
こ
の
写

真
は
最
後
に
撮
っ
た
集
合
写
真
で

す
。
満
足
感
、
達
成
感
の
あ
ふ
れ

る
表
情
で
す
。
練
習
時
の
思
い
や

優
勝
に
届
か
な
か
っ
た
悔
し
さ
な

ど
す
べ
て
を
の
み
込
ん
だ
1
枚
で

す
。

 

和
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長　
 
山  
嵜 　
 
義  
人 　

や
ま 

ざ
き 

よ
し 

と

「
ふ
る
さ
と
学
習
」

　
　

月
に
行
っ
た
「
ふ
る
さ
と
学

１１
習
」
で
は
、
5
、
6
年
生
が
地
域

の
指
導
者
の
方
々
に
応
援
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
に
、
連
凧
や
押
花
絵
、
弓
矢

づ
く
り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
づ
く
り
な

ど
を
教
え
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
中
、

P
T
A
、
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

が
、
に
ぎ
や
か
に
、
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
写

真
は
巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
北
御
牧
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

会
長　
 
荻  
原 　
 
輝  
久 　

お
ぎ 

は
ら 

て
る 

ひ
さ

「
夏
祭
り
工
作
教
室
」

　

御
盆
の
工
作
教
室
は
大
盛
況
で

し
た
。
特
に
竹
笛
づ
く
り
で
は
穴

の
開
け
方
で
音
が
微
妙
に
変
化
す

る
な
ど
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に

取
り
組
み
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。
こ
の
他
に
、
魚
つ
か
み

大
会
、
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
、
自
然

体
験
や
伝
統
文
化
の
様
々
な
体
験

を
と
お
し
て
子
ど
も
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を

　
　
　
　
　

見
守
っ
て
く
だ
さ
い

　

こ
れ
か
ら
、
新
入
・
進
級
児
童
・

生
徒
が
希
望
い
っ
ぱ
い
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
登
校
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
、
例
年

不
審
者
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
目
が
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
に
合
わ

せ
て
、
散
歩
を
し
た
り
、
水
く
れ

を
し
て
通
学
路
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課　

青
少
年
係

　

�　

－
５
９
０
６

６４

▲

全
員
で
記
念
写
真

▲

巨
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
挑
戦

▲

竹
笛
づ
く
り
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市
議
会
第
１
回
定
例
会

　
　
　

平
成　

年
度
各
会
計
予
算
可
決

２５

　

平
成　

年
市
議
会
第
１
回
定
例

２５

会
が
２
月　

日
開
会
し
ま
し
た
。

２１

　

今
定
例
会
に
は
、
平
成　

年
度

２５

の
一
般
・
特
別
会
計
及
び
公
営
企

業
会
計
の
各
予
算
案
、
ま
た
、
平

成　

年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
案
、

２４
条
例
案
、
人
事
案
等
の
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
・
６
日
及
び
８
日
に

は
、
一
問
一
答
方
式
を
交
え
た
一

般
質
問
（
代
表
・
個
人
）
が
行
わ

れ
、
市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
か
ら
の
３
日
間
は
、

１２

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
と
な
っ
た

議
案
及
び
陳
情
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　

日
の
閉
会
日
に
は
、
付
帯
意

２２
見
を
付
し
た
平
成　

年
度
一
般
会

２５

計
予
算
を
は
じ
め
、
市
の
提
案
し

た
議
案
に
対
し
て
全
て
に
原
案
可

決
及
び
同
意
が
さ
れ
閉
会
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
５
月
発
行
の
市
議
会
だ

よ
り
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

市
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

　

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
っ
て
、
新

年
度
は
、
私
が
市
政
の
か
じ
取
り

役
を
仰
せ
つ
か
っ
て
就
任
６
年
目
、

東
御
市
に
と
り
ま
し
て
も
合
併　
１０

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
以
来
、
こ
の

５
年
間
に
お
け
る
主
な
実
績
と
致

し
ま
し
て
は
、
半
世
紀
に
一
度
と

も
云
え
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
舞
台
が
丘
公
共
施
設
整
備

事
業
に
よ
る
新
し
い
市
役
所
の
竣

工
と
市
役
所
に
併
設
し
た
図
書
館

の
開
館
、
助
産
所
の
開
所
、
保
育

園
の
一
地
区
一
園
化
の
推
進
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
局
の
開
局
、

ワ
イ
ン
特
区
の
認
定
、
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
、
食
育
の
推
進
、
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
、

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設
整
備
工

事
の
着
手
等
、
各
般
に 
亘 
り
取
り

わ
た

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

迎
え
る
平
成　

年
度
は
、
第
１

２５

次
東
御
市
総
合
計
画
の
最
終
年
度

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
総
合

計
画
に
基
づ
く
合
併
後
の　

年
を

１０

評
価
、
検
証
し
、
今
後
次
な
る　
１０

年
を
標
榜
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
指
針
と
な
る
次
期
総
合
計
画
を

策
定
致
し
ま
す
。

　

私
が
就
任
当
初
に
申
し
上
げ
た

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と　

東
御
市
の

た
め
に
、
今
、
何
を
す
べ
き
か
」

と
い
う
「
愛
郷
」
と
「
献
身
」
の

思
い
を
改
め
て
心
に
命
じ
、
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
皆

様
が
安
全
と
安
心
を
実
感
で
き
る

暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
て
、
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
健
全
な
財

政
運
営
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今

後
も
率
先
垂
範
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
も
の
ご
と
に
対
処
し
、

「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
・

持
続
可
能
な
東
御
市
」
づ
く
り
の

た
め
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

  
引
き
継
が
れ
る
伝
統

  
交
通
少
年
団
退
団
式

　

２
月　

日
、
東
部
人
権
啓
発

１６

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
東
御
市

交
通
少
年
団
の
退
団
式
が
行
わ

れ
、
第　

期
生
が
退
団
す
る
こ

３２

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
交
通
少
年
団
に
は
、
市
内

の
小
学
５
、
６
年
生
計　

人
が

３７

参
加
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
活

動
の
た
め
、
上
田
交
通
安
全
協

会
東
御
部
会
の
協
力
を
得
な
が

ら
年
間
を
通
じ
て
、
小
学
校
や

地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
に
は
、　

名
の
団
員
が

３３

出
席
し
、
第　

期
の
滝
沢
悠
人

３２

元
団
長
か
ら
、
第　

期
の
山
浦

３３

佳
介
新
団
長
へ
団
旗
の
引
き
継

ぎ
や
、
東
御
市
警
部
交
番
の
丸

山
一
宏
所
長
か
ら
交
通
安
全
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。
来
賓
を
代

表
し
て
田
中
敏
子
滋
野
小
学
校

校
長
か
ら
「
交
通
少
年
団
の
活

動
を
通
じ
て
得
た
交
通
安
全
の

意
識
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
市
及
び
上
田
交
通

安
全
協
会
東
御
部
会
よ
り
記
念

品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
第　

期
３２

生
は
晴
れ
て
退
団
と
な
り
ま
し

た
。

▲伝統とともに団旗が引き継がれる

▲花岡市長から一人ひとりに手渡された
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祝  
小
中
学
校
卒
業
式

　

３
月　

日
に
小
学
校
で
、　

日
に
中
学
校
で
卒
業
証
書
授
与
式
が

１８

１９

行
わ
れ
ま
し
た
。
涙
と
笑
顔
、
少
し
不
安
と
大
き
な
希
望
。
仲
間
と

過
ご
し
た
思
い
出
の
校
舎
を
あ
と
に
す
る
児
童
生
徒
の
姿
を
紹
介
し

ま
す
。

本
年
度
の
卒
業
生
は

　

中
学
校
３
０
８
名
、

　

小
学
校
３
０
０
名
で
し
た
。

▲田中小学校▲滋野小学校

▲祢津小学校▲和小学校

▲北御牧小学校▲東部中学校▲北御牧中学校

市内小中学校の校長先生・教頭先生の人事異動紹介
　退職、転出、転入された市内小中学校の校長先生、教頭先生を紹介します。

＜平成25年3月31日付で転退職された先生＞
北御牧中学校　清水　洋一校長　（退職）
東部中学校　　滝澤　宏行校長
　　　　　　　（長野市立信州新町中学校　校長へ）
祢津小学校　　村澤　修吾校長
　　　　　　　（長野市立湯谷小学校　校長へ）
和小学校　　　関口　展宏教頭
　　　　　　　（佐久市立望月中学校　校長へ）
滋野小学校　　岡本　健郎教頭
　　　　　　　（飯綱町立飯綱中学校　教頭へ）
北御牧小学校　依田　周二教頭
　　　　　　　（須坂市立日滝小学校　教頭へ）

＜平成25年４月１日付で着任された先生＞ 
北御牧中学校　和田　　敦校長
　　　　　　　（長野市立川田小学校教頭から）
東部中学校　　江村　智晴校長
　　　　　　　（長野市立北部中学校校長から）
祢津小学校　　小林　昭寛校長
　　　　　　　（小海町立小海小学校教頭から）
和小学校　　　勝見　藤一教頭
　　　　　　　（上田市立丸子中学校教頭から）
滋野小学校　　原沢　　浩教頭
　　　　　　　（長野市立篠ノ井西小学校教頭から）
北御牧小学校　田中　和幸教頭
　　　　　　　（木島平村立木島平小学校教諭から）
東部中学校　　篠原　謙治教頭
　　　　　　　（長野市教育委員会指導主事から）

北御牧中学校東部中学校北御牧小学校和小学校祢津小学校滋野小学校田中小学校

和田　　敦江村　智晴酒井　秀人平林　裕一小林　昭寛田中　敏子山根　義夫校　長

小林真由美
春日　俊宏
篠原　謙治

田中　和幸勝見　藤一富岡　茂樹原沢　　浩吉池　光則教　頭

（敬称略）平成２５年度  市内小中学校  校長・教頭一覧

＊東部中学校は、教頭２人制になります。
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　従来は鳥獣を捕獲する場合、狩猟免許の所持が必須条件でしたが、近年の農業被害の拡大や有害

鳥獣の個体数増加に伴い、有害鳥獣等捕獲許可制度が以下のように緩和されました。

○市で行う安全捕獲講習会を受講し、自らの事業地（田畑）、住宅等の敷地内において「小型の箱

　わな」により外来獣を捕獲する場合。

　（※外来獣＝ハクビシン、アライグマ、アメリカミンク）

　田畑で捕獲を実施す

る場合は、一定の収入

を得ている土地が対象

となります。

注意！

安全捕獲

講習会受講

【捕獲実施までの流れ】
受講証明書
　交　付 農林課耕地林務係

捕獲許可申請

（受講証明書添付）

捕獲許可証
　交　付

協議会事務局
（市農林課耕地林務係内）

箱わな貸与申請

（捕獲許可証添付）

箱わな貸与

捕獲実施

【安全捕獲講習会】
　５月下旬に第１回安全捕獲講習会を開催いたしま

す。

※開催案内については５月１日発行市報お知らせ版

　にて掲載いたします。

【箱わなの貸与】
　東御市有害鳥獣対策協議会の協力により、箱わな

の無償貸与を行います。

※詳しい内容は安全捕獲講習会にて説明させていた

　だきます。

●問い合わせ先　農林課　耕地林務係　�64－5898
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今
回
は
、
東
御
市
男
女
共
同
参
画
推
進

基
本
計
画
の
基
本
目
標
４
を
紹
介
し
ま
す
。

 
基
本
目
標
４

 
「
家
庭
に
お
け
る

　
　
　
　
　

理
解
と
協
力
」

　

社
会
生
活
で
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
様
々

な
役
割
を
担
い
、
責
任
を
負
っ
て
社
会
活

動
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
家
庭
に
お
い
て

も
、
家
族
、
そ
し
て
夫
婦
が
役
割
を
分
担

し
、
協
力
し
合
い
、
家
事
・
育
児
・
介
護

な
ど
を
行
い
、
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
送

る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
な
ど
に
も
意
欲

を
持
っ
て
参
画
し
た
い
も
の
で
す
。

　

基
本
目
標
４
「
家
庭
に
お
け
る
理
解
と

協
力
」
で
は
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
古
い

男
女
の
役
割
分
担
意
識
を
是
正
し
、
男
女

が
理
解
し
協
力
し
合
う
家
庭
生
活
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
意
識
調
査
か
ら

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え

方
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

平
成　

年
度
「
東
御
市
男
女
共
同
参
画

２１

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」（
表
１
）
を
み

る
と
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

考
え
方
に
つ
い
て
「
賛
成
」
ま
た
は
「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
賛
成
」
と
す
る
回
答
が

　

・
7
％
（
男
性　

・
１
％
・
女
性　

・

３８

４９

３０

５
％
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
反
対
」
ま

た
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
反
対
」
と
す

る
回
答
が　

・
９
％
（
男
性　

・
５
％
・

４８

３８

女
性　

・
０
％
）
で
し
た
。
女
性
が
こ
の

５７

考
え
方
に
よ
り
否
定
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

家
庭
生
活
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て

は
？

　

「
同
調
査
」（
表
２
）
の
「
家
庭
生
活
に

お
け
る
状
況
に
つ
い
て
」
の
結
果
を
見
る

と
、「
共
働
き
の
家
庭
で
も
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
家
事
、
育
児
は
女
性
に
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を
多
く
の
人

が
持
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
の
方
が
そ
う

し
た
意
識
が
強
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、「
家
庭
内
に
お
け
る
大
事
な
こ
と

は
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
る
」
と
い

う
認
識
を
半
数
の
人
が
持
っ
て
い
ま
す
が
、

男
性
の　

・
６
％
に
対
し
て
、
女
性
は　

・

６０

４６

８
％
と
開
き
が
あ
り
、
男
女
の
認
識
に
は

違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

  
計
画
の
推
進

　

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
市

で
は
、
学
習
会
な
ど
を
開
催
す
る
中
で
、

個
人
が
自
立
し
て
社
会
に
参
画
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
に
お
け
る
家
族
間
の
理
解
と

協
力
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
深
め

て
も
ら
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
※

の
実
現
が
、
家
庭
生
活
や

地
域
生
活
の
充
実
を
図
る
上
で
重
要
な
こ

と
と
言
え
ま
す
の
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。
男
性
の

家
事
・
育
児
・
介
護
へ
の
参
加
を
支
援
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

男
女
が
協
力
し
合
い
一
人
ひ
と
り
が
輝

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）：「
仕
事
」
と
家
庭
生

活
や
地
域
活
動
な
ど
の
「
仕
事
以
外
の

活
動
」
が
、
自
ら
の
希
望
す
る
バ
ラ
ン

ス
で
展
開
で
き
、
多
様
な
働
き
方
や
生

き
方
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

個
人
の
生
活
の
充
実
と
と
も
に
、
企
業

の
生
産
性
向
上
さ
ら
に
は
社
会
・
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
い
わ
れ
る
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

人
権
同
和
政
策
課　

男
女
共
同
参
画
係

　
　

�　

－

５
９
０
２

６４

　
　

（
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
内
）
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●
課
、
係
の
新
設

１　

総
務
部
に
地
域
づ
く
り
支
援
室
を
設
置

し
、
総
務
部
企
画
課
及
び
市
民
生
活
部
市

民
課
の
業
務
の
一
部
を
移
管
し
ま
し
た
。

２　

総
務
部
に
消
防
課
を
設
置
し
、
総
務
課

で
所
管
す
る
業
務
の
一
部
を
移
管
し
ま
し
た
。

３　

市
民
生
活
部
人
権
同
和
政
策
課
に
男
女

共
同
参
画
係
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
で
担
当

し
た
男
女
共
同
参
画
推
進
事
務
を
移
管
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
生
涯
学
習
課
青

少
年
男
女
共
生
係
を
青
少
年
係
に
変
更
し

ま
し
た
。

●
新
規
採
用
職
員
は　

人
で
す

２２

（
行
政
職
）
新
海
友
希
子
（
総
務
課
）
藤
澤

亜
希
（
地
域
づ
く
り
支
援
室
）
武
田
光
平

（
税
務
課
）
塚
田
ま
な
み
（
市
民
課
）
小
田

中
学
（
市
民
課
）
小
西
陽
平
（
人
権
同
和
政

策
課
）
山
邊
郁
美
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

黒
澤
し
ほ
（
子
育
て
支
援
課
）
中
森
瑞
子

（
子
育
て
支
援
課
）
清
水
智
博
（
子
育
て
支

援
課
）
柳
沢
妃
香
里
（
子
育
て
支
援
課
）
堀

内
美
幸
（
福
祉
課
）
横
山
弘
樹
（
福
祉
課
）

吉
澤
真
歩
（
福
祉
課
）
山
路
綾
（
福
祉
課
）

田
原
良
美
（
健
康
保
健
課
）
本
田
浩
樹
（
農

林
課
）

（
医
療
職
）
山
家
誠
（
市
民
病
院
）
有
馬
み

ど
り
（
市
民
病
院
）
鴇
田
加
奈
子
（
市
民
病

院
）
若
林
仁
（
市
民
病
院
）
星
合
円
香
（
市

民
病
院
）

●
退
職
者
は
9
人
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
退
職
時
の
職
名
）

柄
澤
照
雄
（
市
民
生
活
部
長
）
塩
崎
和
男

（
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
）
山
邉

吉
憲
（
上
下
水
道
局
長
）
市
川
惠
子
（
健
康

福
祉
部
健
康
保
健
課
長
）
菊
地
正
子
（
教
育

委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
長

兼
青
少
年
セ
ン
タ
ー
長
）
宮
入
淳
（
会
計
課

副
参
事
出
納
係
長
）
小
池
よ
し
子
（
健
康
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
課
長
補
佐
東
保
育
園

長
）
依
田
喜
久
男
（
市
民
生
活
部
市
民
課
副

主
幹
）
長
岡
久
美
子
（
健
康
福
祉
部
健
康
保

健
課
保
健
師
）

  
組
織
の
一
部
変
更

  
新
規
採
用
及
び
退
職
職
員
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誕生日おめでとう！（ 4 月生まれ）

 大  村 　 銀  慈 くん （常田）
おお むら ぎん じ

（１歳、H２４．４．６生）

　銀ちゃん☆１歳のお誕生日おめでとう

�いつも笑顔で元気いっぱいな銀ちゃん

が、パパとママは大好きだよ�これから

の成長楽しみにしているからね�

 白  倉 　 大  雅 くん （乙女平）
しら くら たい が

（２歳、H２３．４．２４生）

　HAPPY BIRTHDAY�タイガ�おしゃ

べりに歌、とっても上手でいつも、みん

なの人気者だね。兄ぃにぃとも仲良しだ

ね。これからも可愛い笑顔いっぱい見せ

てね�

 原  田 　 快  人 くん  （県）
はら だ かい と

（２歳、H２３．４．１６生）

　Happy Birthday KAITO ! これからも快

晴の空のように澄んだ心で、志高く、元

気に育ってね。もうすぐ２歳、消防車が

大好きな快人くんへ☆

 大 
おお

 久  保 　 航  我 くん （東深井）
く ぼ こう が

（２歳、H２３．４．２１生）

　航ちゃん、２歳のお誕生日おめでとう

�お兄ちゃんと同じくらい元気でわんぱ

くになってきたね。これからも２人仲良

くね�

 和  久 　 琥  珀 くん （大石）
わ ぐ こ はく

（１歳、H２４．４．１生）

　☆はっ君、お誕生日おめでとう☆いつ

もニコニコで穏やかなこはく。いっぱい

食べて、いっぱい遊んで、たくさんねん

ねして、心も体も大きくなろうね。いろ

んな成長を一緒にしていこう�

 小 
こ

 林 
ばやし

　 愛  莉 ちゃん （田中）
あい り

 （３歳、H２２．４．２０生）

　３歳のお誕生日おめでとう�毎日色々

なことができるようになるね。愛莉の成

長が楽しみだよ。弟と仲良く元気に大き

くなってね�

 山 
やま

 本 　
もと

 桜 
さ

 煌 ちゃん （田中）
きら

（３歳、H２２．４．２０生）

　桜煌�３歳おめでとう�いつの間にか

歌もお話も上手になってすごい成長した

ね�桜煌の笑顔がみんな大好きだよ�

 上 
うえ

 原 　
はら

 虎 
こ

 桜 くん （加沢）
お

 （３歳、H２２．４．２７生）

　いつもお姉ちゃんと同じことがしたく

て一生懸命な姿がたくましいね。これか

らも元気いっぱい大きくなあれ�３歳お

めでとう。

☆募集します!!☆　（対象者５月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課広報担当
までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、４月１２日 （金） 必着。なお、締め切りを過ぎたものについてはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

  
滋
野
地
区
を
分
か
り
や
す
く

  　
　
　
　
　
   
網  
羅 
し
た
一
冊

も
う 
ら

 
『
ふ
る
さ
と
滋
野
』 完
成

　

滋
野
地
区
活
性
化
研
究
委
員
会

で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
２
年
の

歳
月
を
経
て
編
集
を
行
い
、「
ふ

る
さ
と
滋
野
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月　

日
に
は
完
成
を
記
念
し
、

１２

吉
田
周
平
会
長
と
丸
山
克
壽
第
一

部
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
花
岡

市
長
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

「
ふ
る
さ
と
滋
野
」
に
は
、
滋
野

地
区
の
歴
史
や
文
化
を
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
承
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
で
作
ら
れ
、

小
学
生
に
も
分
か
る
よ
う
に
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
た
く
さ
ん
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
本
は
活
性
化
研
究
委

員
会
会
員
を
中
心
に
、
滋
野
小
学

校
や
図
書
館
な
ど
に
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
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とうみ

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
キキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
ベベベベベベベベベベベベベベベベ
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
のののののののののののののののの

☆
キ
ャ
ベ
ツ
の

ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ササササササササササササササササ
ララララララララララララララララ
ダダダダダダダダダダダダダダダダ

　
  
ロ
ー
ル
サ
ラ
ダ

●
材
料
（
６
人
分
） 

キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ム 
…
…
…
各
６
枚

ミ
ズ
ナ 
…
…
…
…
…
…
1
／
2
束

梅
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　

梅
干
し 
…
…
…
…
…
４
〜
５
個

　

酢 
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
４

　

砂
糖 
…
…
…
…
小
さ
じ
１
・
５

　

み
り
ん 
…
…
…
大
さ
じ
２
・
５

　

サ
ラ
ダ
油 
…
…
…
…
大
さ
じ
２

●
作
り
方

① 
キ
ャ
ベ
ツ
は
蒸
し
て
、
ざ
る
に

と
っ
て
冷
ま
す
。
ミ
ズ
ナ
は
さ

　

っ
と
熱
湯
に
と
お
し
、
水
気
を

絞
る
。

②
梅
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
…
梅
干
し
は

果
肉
を
た
た
き
、
残
り
の
材
料

と
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
キ
ャ
ベ
ツ
と
ハ
ム
は
そ
れ
ぞ
れ

２
枚
ず
つ
１
組
に
し
て
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ハ
ム
の
順
に
重
ね
、
キ

　

ャ
ベ
ツ
の
幅
に
切
っ
た
ミ
ズ
ナ

を
芯
に
し
て
巻
く
。
一
口
大
に

切
り
、
②
を
か
け
る
。

�

ご　

芳　

志

　

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

（
平
成　

年
２
月
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。）

２５

　

・
㈱
大
栄
製
作
所　

様　

　
　
　

（
信
州
東
御
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
６
３
０
セ
ッ
ト
）

　

・
㈱
ミ
ク
ニ　

様

　
　
　

（
現
金
３
０
０
万
円
）

　

公
表
に
つ
い
て
は
、
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課　

財
政
係　

�　

－

５
８
０
５

６４

　

人
間
関
係
の
希
薄
さ
に
危
機
感

を
感
じ
て
い
る
Ｔ
さ
ん
か
ら
の

「
心
（
感
性
）
を
育
て
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
」
と

い
う
質
問
に
、「
幼
児
期
か
ら
豊

か
な
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で

は
…
」
と
答
え
た
だ
け
で
、
ず
っ

と
心
の
隅
に
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の

詩
集
『
く
じ
け
な
い
で
』（
飛
鳥

新
社
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
詩

と
出
会
い
ま
し
た
。

　

「
溶
け
て
ゆ
く
」

　

ポ
ッ
ト
か
ら

　

注
が
れ
る　

お
湯
は

　

や
さ
し
い　

言
葉
の
よ
う
だ

　

私
の　

心
の
角
砂
糖
は

　

カ
ッ
プ
の
中
で

　

気
持
よ
く　

溶
け
て
ゆ
く

　

（
表
記
は
原
文
の
ま
ま
）

　

注
が
れ
る
お
湯
に
カ
ッ
プ
の
中

で
溶
け
て
い
く
角
砂
糖
。
そ
れ
は
、

日
常
の
生
活
の
中
に
あ
る
何
気
な

い
情
景
で
す
。

　

で
も
、
ト
ヨ
さ
ん
の
「
心
の
眼
」

は
、
注
が
れ
る
お
湯
に
「
や
さ
し

さ
」
を
感
じ
、
ゆ
っ
く
り
と
溶
け

て
い
く
角
砂
糖
に
「
自
分
の
心
」

を
重
ね
て
、
優
し
く
見
つ
め
て
い

ま
す
。

　

角
砂
糖
は
、
ゆ
っ
く
り
と
溶
け

て
丸
み
を
帯
び
、
や
が
て
消
え
て

い
き
ま
す
が
、
砂
糖
の
甘
さ
は
、

コ
ッ
プ
の
中
に
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く

り
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
掻
き

混
ぜ
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

　

詩
人
の
新
川
和
江
さ
ん
は
、
序

文
で
「
今
も
な
お
、
み
ず
み
ず
し

い
感
性
を
お
持
ち
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
は
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
あ
あ
、
わ
た
く
し

も
、
ト
ヨ
さ
ん
の
よ
う
に
生
き
て

行
こ
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
さ
ん
は
裕
福
な
米
穀
商
の

一
人
娘
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

十
代
の
頃
に
家
が
傾
き
、
料
理
屋

な
ど
へ
奉
公
に
出
ま
し
た
。
友
と

慰
め
合
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
　

歳
を
過
ぎ
て
の
詩
作
で
、
ト

９０
ヨ
さ
ん
が
気
づ
い
た
の
は
、「
ど

ん
な
に
辛
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
私
に
は
家
族
、
知

人
、
多
く
の
縁
の
あ
る
方
々
の
愛

情
に
支
え
ら
れ
て
、
今
の
自
分
が

あ
る
。
誰
に
も
朝
は
必
ず
や
っ
て

く
る
」
と
い
う
、
前
向
き
に
生
き

て
き
た
自
分
の
姿
で
し
た
。

　

今
、
一
呼
吸
し
て
周
り
を
見
渡

せ
ば
、
日
常
の
生
活
の
中
に
、
支

え
、
支
え
ら
れ
て
い
る
自
分
を
見

つ
け
、「
一
人
で
は
な
い
」
と
い
う

安
心
感
が
持
て
る
は
ず
で
す
。
そ

の
安
心
感
が
「
心
」
を
育
て
て
く

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

「
溶
け
て
ゆ
く
」の
詩
の
中
に
も
、

多
く
の
「
ひ
と
・
こ
と
・
も
の
」

と
の
「
支
え
あ
い
」
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
家
団
欒
の
ひ
と
と
き
、
こ
の

詩
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
柴
田
ト
ヨ
さ
ん（
明　

〜
平　

）

４４

２５

　

平
成　

年
、
産
経
新
聞
の
投
稿

１６

欄
「
朝
の
詩
」
に
投
稿
し
た
詩
が

紹
介
さ
れ
て
以
降
、
掲
載
の
た
び

に
読
者
か
ら
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「（
柴

田
さ
ん
の
）
詩
を
読
ん
で
、
自
ら

命
を
絶
つ
こ
と
を
思
い
留
ま
っ

た
。」と
い
う
人
も
い
た
そ
う
で
す
。

　

平
成　

年
、
初
め
て
の
詩
集

２２

『
く
じ
け
な
い
で
』
を
出
版
、
１

５
０
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
ま
し
た
。
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放
課
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
児

童
館
近
辺
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
大

き
な
笑
い
声
や
足
音
が
聞
こ
え

「
た
だ
い
ま
っ
〜
」
と
元
気
に
駆

け
込
ん
で
き
ま
す
。
来
館
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
は
や
る
気
持
ち
を

抑
え
な
が
ら
受
付
を
済
ま
せ
、
宿

題
や
読
書
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
フ

リ
ス
ビ
ー
な
ど
、
そ
し
て
隣
接
の

「
仲
よ
し
公
園
」
で
は
サ
ッ
カ
ー

や
砂
場
遊
び
等
々
、
思
い
思
い
に

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
同
学

年
だ
け
で
な
く
上
級
生
や
下
級
生

と
一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
な
か
で
、

相
手
へ
の
思
い
や
り
や
い
た
わ
り

の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て
関
わ
る

よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
で
は
月
に
数
回
の
予
定

で
行
事
を
し
て
い
ま
す
。
行
事
の

内
容
は
創
作
活
動
や
伝
承
・
啓
発

活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
過

日
の「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
づ
く
り
」

の
行
事
で
は
み
ん
な
普
段
で
は
想

像
で
き
な
い
ぐ
ら
い
真
剣
に
熱
中

し
て
取
り
組
む
姿
が
あ
り
感
動
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
小
学
校
か
ら
の
来
館
途
中

に
転
倒
し
て
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
々

に
は
手
当
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
居
場
所
を
提
供
し
、
健
康
増
進

や
情
操
が
豊
か
に
な
る
よ
う
接
し

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲節分の鬼退治

▲ペットボトル工作

　 
児
童
会
長
に
な
っ
て

　
　
　

滋
野
小
学
校
六
年

　
 
荒  
井 　
 
風  
香 　

あ
ら 

い 

ふ
う 

か

　

私
は
、
平
成　

年
度
に
児
童
会

２４

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
は
児
童
会
長
に
な
っ
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
校
の
み
な

さ
ん
に
、「
あ
り
が
と
う
。」と
言
わ

れ
る
こ
と
が
、
児
童
会
長
に
な
る

前
よ
り
増
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
児
童
会
長
に
な
り
、
全
校

の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
考
え
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
の
学

校
よ
り
も
っ
と
良
い
学
校
に
な
る

よ
う
に
、
考
え
た
計
画
を
先
生
や

委
員
会
で
話
し
合
い
、
い
く
つ
か

の
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
活
動
を
全
校

で
行
っ
た
後
、
私
は
「
あ
り
が
と

う
。」と
い
う
言
葉
を
よ
く
言
わ
れ

ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
た
と
え
ば
、
あ
い
さ
つ
を

大
き
な
声
で
し
て
も
ら
う
よ
う
に

「
あ
い
さ
つ
レ
ク
」
を
や
っ
た
時

で
す
。
こ
の
レ
ク
は
、
各
学
年
に

輪
ゴ
ム
を
用
意
し
、
自
分
と
ち
が

う
学
年
と
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
輪

ゴ
ム
を
集
め
る
レ
ク
で
し
た
。
こ

の
活
動
の
後
の
「
あ
り
が
と
う
。」

の
言
葉
の
お
か
げ
で
、
私
は
児
童

会
長
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
時

に
、
人
の
た
め
に
働
く
う
れ
し
さ

が
勉
強
で
き
ま
し
た
。

　

全
校
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 
全
国
大
会
に

　
　

向
け
て
の
思
い

　
　
　

東
部
中
学
校
二
年

　
 
土  
屋 　
 
歩  
未 　

つ
ち 

や 

あ
ゆ 

み

　

私
た
ち
東
部
中
合
唱
部
は
、
３

月　

日
に
福
島
県
に
て
行
わ
れ
る

２１
「
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
大
会
」
に
出
場
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
全
国
大
会
に
出
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
の
は
、
先
生
方
、

三
年
生
の
先
輩
方
、
家
族
、
地
域

の
皆
様
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
大

会
で
長
野
県
代
表
に
選
ば
れ
た
時
、

正
直
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ

て
県
代
表
と
し
て
自
分
た
ち
の
力

を
し
っ
か
り
発
揮
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
一
回
一
回
の
練
習
を
大
切

に
、
発
声
や
曲
想
に
気
を
つ
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
「
歌
に
心
を

心
に
歌
を
〜
つ
か
み
と
れ
栄
光
目

指
せ
金
賞
〜
」
で
す
。
こ
の
目
標

を
し
っ
か
り
達
成
で
き
る
よ
う
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
笑
顔
で
歌
い
、
栄

光
を
つ
か
み
と
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
部
員
全
員
で
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▲力を合わせて全国大会へ出場

（
※
学
年
に
つ
い
て
は
、
原
稿
作
成
時
の
３
月
時
点
で
表
記
し
て
い
ま
す
。）
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とうみ

４
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
花
・
植
物
】

　

待
ち
に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
し

た
！
今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
す
よ
う
に
。

大
き
く
育
ち
ま
す
よ
う
に
。

�
花
さ
か
じ
い

　
　
　

広
松
由
希
子：

文

堀
川
理
万
子：

え

　
　

岩
崎
書
店

　

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
何
の
た
め
に
う
ま
れ
て
き
た
の
？

　

希
望
の
あ
り
か

…
…
…
や
な
せ　

た
か
し
・
著

�
老
い
の
リ
ス
ク
管
理

…
…
…
宇
多　

風
空
・
著

�
ホ
テ
ル
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
　
　

…
…
…
門
井　

慶
喜
・
著

�
狭
小
住
宅
…
…
…
…
新
庄　
　

耕
・
著

�
黄
金
の
庭
…
…
…
…
高
橋　

陽
子
・
著

◆
児
童
書

�
じ
ゃ
ん
け
ん
の
す
き
な
女
の
子

…
…
…
松
岡　

享
子
・
作

�
カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド

…
…
…
阪
口　

正
博
・
作

�
へ
な
ち
ょ
こ

…
…
…
ふ
る
し
ょ
う　

よ
う
こ
・
絵

�
ご
ぞ
ん
じ
！
か
い
け
つ
し
ろ
ず
き
ん

…
…
…
竹
内　

通
雅
・
作

�
バ
ー
ナ
ム
の
骨　

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

　

を
発
見
し
た
化
石
ハ
ン
タ
ー
の
物
語

…
…
…
ボ
リ
ス
・
ク
リ
コ
フ
・
絵

図
書
館
発

　

今
月
の
お
薦
め
本

　

大
活
字
本

　

大
活
字
本
と
は
、
内
容
は
そ
の
ま
ま
で
、

活
字
を
大
き
く
し
て
印
刷
し
た
本
の
こ
と
で

す
。
弱
視
の
方
や
高
齢
の
方
に
も
読
み
や
す

い
よ
う
に
、
文
字
の
大
き
さ
の
他
、
行
間
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
等
を
考
慮
し
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
に
は
本
の
良
さ
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
ろ
こ
び
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。「
本
は
大
好
き
だ
け
れ
ど
、

字
か
小
さ
い
と
目
が
疲
れ
て
し
ま
う
」
と
い

う
方
、
健
康
面
の
心
配
か
ら
本
の
楽
し
み
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
是
非
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
３
階
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
移
動
図
書
館
に
も
多
数
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

�
い
ま
に
語
り
つ
ぐ
日
本
民
話
集

　

動
物
昔
話
・
本
格
昔
話
８ 

　

「
天
か
ら
降
っ
て
く
る
宝
物
」 

野
村
純
一
・
松
谷
み
よ
子：

監
修

　

作
品
社

�
か
げ
ろ
う
（
大
活
字
本
シ
リ
ー
ズ
） 

藤
堂
志
津
子：

著

　

埼
玉
福
祉
会

4月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

65432�

131211109�7

2019181716�14

27�252423�21

�2928

　新年度になり、季節は桜の春。新

しい出会いが生まれる時季は、図書

館に新入生をお迎えする楽しみでも

あります。ピカピカの１年生、制服

も少し大きめな新中学生、そして図

書館で勉学に集中してたであろう新

高校生の皆さん。どんな希望を胸に

学校生活を過ごしているのでしょう

か。

　３階フロアの半分近くは児童書と

絵本のエリア。館内閲覧席は申し込

み不要で使用できます。インター

ネット利用は時間制ですが、もちろ

ん無料です。図書館に来る時は利用

者カード（エコールカード）をお忘

れなく。ではまた次号で。

�
図
説
世
界
史
を
変
え
た　

の
植
物

５０

　
　

ビ
ル
・
ロ
ー
ズ：

著

柴
田
譲
治：

訳

原
書
房



26（２０１３年４月）

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

「
消
費
生
活
相
談
」
窓
口
が

　

４
月
か
ら
週
３
日
に
な
り
ま
す
！

・
相
談
窓
口
開
設
日
は
３
月
ま
で
火
曜
・

水
曜
の
週
２
日
で
し
た
が
、
こ
の
４
月

か
ら
週
１
日
増
え
、
火
曜
・
水
曜
・
金

曜
の
週
３
日
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
で
必
要
が
な
い
の
に
、
何
時

間
も
粘
ら
れ
て
つ
い
買
っ
て
し
ま
っ
た
、

脅
さ
れ
て
怖
く
て
買
っ
て
し
ま
っ
た
等

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
そ
ん
な
時
に
は
、
ま
ず
消
費
生
活
相
談

員
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
訪
問
販
売
で
高
齢
者
に
布
団
な
ど
を

次
々
と
購
入
さ
せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
一
人
暮
ら
し
や
判
断
力

が
不
十
分
な
高
齢
者
な
ど
を
狙
い
、
強

引
に
契
約
さ
せ
る
手
口
が
目
立
ち
ま
す
。

中
に
は
契
約
書
を
渡
さ
な
い
ば
か
り
か

業
者
名
な
ど
も
明
か
さ
ず
に
売
り
つ
け

た
り
、
過
去
に
売
り
つ
け
た
布
団
等
を

回
収
し
た
り
し
て
、
足
が
つ
か
な
い
よ

う
に
す
る
悪
質
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

・
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、
被
害
に

あ
っ
た
こ
と
を
恥
だ
と
感
じ
た
り
、
業

者
に
対
し
て
恐
怖
心
を
抱
い
た
り
し
て
、

誰
に
も
相
談
せ
ず
に
被
害
が
拡
大
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
身
近
な
人

に
よ
る
見
守
り
が
不
可
欠
で
す
。
悪
質

な
業
者
は
、
見
守
り
の
体
制
が
で
き
て

い
る
家
を
狙
い
ま
せ
ん
。

・
家
に
見
知
ら
ぬ
人
が
出
入
り
し
て
い
な

い
か
、
家
の
中
に
不
要
な
も
の
や
、
覚

え
の
な
い
契
約
書
が
増
え
て
い
な
い
か

な
ど
、
身
近
な
人
が
日
ご
ろ
か
ら
気
を

配
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
市
民
課　

生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

・
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

専用携帯電話番号

　090－5580－1702

消費生活相談窓口受付時間

　毎週火・水・金曜日

 　　　　　　（祝日は休み）

　午前８時30分から12時

　午後１時から５時

場所

　市役所本館１階

　市民課生活環境係となり

　消費者相談窓口

※携帯電話の受付時間も同じです。

お間違えのないようご利用くだ

さい。

自自自自自自自自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然然然然然然然然エエエエエエエエエエエエエエエエエネネネネネネネネネネネネネネネネネルルルルルルルルルルルルルルルルルギギギギギギギギギギギギギギギギギーーーーーーーーーーーーーーーーーををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用すすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるる補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助金金金金金金金金金金金金金金金金金をををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせしししししししししししししししししままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすす

ペレットストーブ等購入補助金
（木質バイオマスストーブ設置補助）

　木質バイオマスストーブを普及させることで、地球の自然エネルギ
ーの有効活用及びその普及を促進し、地球温暖化防止に役立てるため、
平成25年度から次のとおり補助を新設いたします。
　①ペレットストーブ・薪ストーブの設置が対象です。
　②ペレットストーブを設置する場合は、下記の条件も必要となります。
　　・長野県内に事業所又は代理店を有する者からストーブを自ら購

入し、当該住居において使用する
　　・長野県内で加工した、長野県産間伐材を利用したペレットを、

１年あたり８００kg以上かつ３年以上購入する協定をペレット供
給者と締結する。

　③上小地域森林整備加速化・林業再生協議会に加入しているか、ま
　　たは加入を予定している。
　④補助金額
　ペレットストーブ
　　設置費用の１／５（上限５万円）
　薪ストーブ
　　設置費用の１／５（上限５万円）

住宅用
太陽光発電システム
　設置補助金の変更
　平成25年度については、下記のと

おり変更にします。

・補助単価

　　20,000円/kw　⇒

        　  18,000円/kw
・補助上限

　　100,000円　⇒

　          90,000円

※いずれも設置する前に補助金交付申請が必要です。詳しくは、市民課へお問い合わせいただくか、市のホーム

ページをご覧ください。

◎平成２５年度の自然エネルギー補助金事業（住宅用太陽光発電システム、住宅用太陽熱高度利用システム、ペレッ

トストーブ等）は、予算がなくなり次第終了しますので、お早めに申請をお願いします。
●問い合わせ先　市民課　生活環境係　�64－5896
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力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
走
り
込
み
な
ど
は
あ

ま
り
効
果
が
見
込
め
ま
せ
ん
。
返
っ
て
や

り
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
で
「
オ
ー
バ
ー

ユ
ー
ス
症
候
群
（
使
い
す
ぎ
・
や
り
す
ぎ

症
候
群
）」
に
よ
る
身
体
の
故
障
に
繋
が
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幼
少
年
期
は
反
復
練
習
な
ど
の
動
作
を

繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
身
体
を
動
か
す

こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
芝
生
の
上
を
転
が
っ
た
り
、
縁
石

を
飛
び
越
え
た
り
、
公
園
で
鬼
ご
っ
こ
や

か
く
れ
ん
ぼ
な

ど
の
動
的
な
遊

び
を
通
し
て

様
々
な
動
作
を

経
験
し
、
そ
れ

を
積
み
重
ね
た

結
果
「
運
動
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
能

力
」
が
身
に
付

き
、�
巧
み
な
身

の
こ
な
し
�
に

つ
な
が
り
ま
す
。

※
神
経
系
（
脳
・
脊
髄
の
中
枢
神
経
系
と
、

運
動
神
経
・
知
覚
神
経
・
分
泌
神
経
・
自

律
神
経
な
ど
の
末
梢
神
経
系
の
総
称
）

（
引
用
文
献：

　

子
ど
も
の
運
動
・
遊
び
・
発
達
〜
運
動
の

　

で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
〜
）

 
子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

 
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
か
ら
だ

 
を
動
か
す
」
こ
と
の
必
要
性
⑩

【
幼
少
年
期
に
高
め
た
い
運
動
能
力
】

　

一
般
的
に
運
動
能
力
（
体
力
）
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
出
す
能
力：

筋
力
、
瞬
発
力
、

筋
持
久
力
、
全
身
持
久
力
な
ど
の
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
系
体
力
」
と
「
運
動
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
能
力
」：

神
経
機
能
に
よ
る
調
整
力（
バ

ラ
ン
ス
、
ス
ピ
ー
ド
、
敏
捷
性
、
協
応
性

な
ど
）
に
よ
っ
て
動
き
を
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
能
力
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

ど
ち
ら
が
幼
少
年
期
に
高
め
た
い
運
動
能

力
か
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

　

正
解
は
後
者
の
「
運
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

脳
力
」
で
す
。

　

幼
少
年
期
は
脳
や
脊
髄
を
構
成
す
る
神

経
系
※

の
発
達
が
著
し
く
、
視
覚
、
聴
覚
、

触
覚
、
動
き
の
感
覚
な
ど
と
協
応
し
て
、

運
動
を
調
整
す
る
能
力（
動
作
の
習
得
力
）

を
身
に
付
け
る
の
に
最
適
の
時
期
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
は
同
じ
動
作
の
繰

り
返
し
（
反
復
動
作
）
で
は
な
く
、
多
様

な
動
作
を
幅
広
く
経
験
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
の
体
力
の
発
達

は
、
思
春
期
以
降
（
中
学
後
半
か
ら
高
校

に
か
け
て
）
に
発
達
が
顕
著
に
な
る
た
め
、

幼
少
年
期
の
子
ど
も
た
ち
に
同
じ
動
作
を

繰
り
返
し
て
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
筋

�

 荒  井  千  加  子  保健師
あら い ち か こ

  
ここ
ん
に
ち
は
保
健
師

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
で
す

「
一
年
の
計
は

　
　
　

健
診
に
あ
り
！
」

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
み
な
さ
ん
慌
た
だ

し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
毎
日
の
時
間
を
何
と
か
工

面
し
て
健
康
診
断
を
受
け
る
の
は
と
て
も

大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
受
け

な
く
て
も
い
い
や
」
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
間
の
体
は
ち
ょ
っ
と
し
た

不
具
合
（
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
代
謝

異
常
、
高
尿
酸
、
早
期
の
が
ん
な
ど
）
が

起
こ
っ
て
も
な
る
べ
く
表
面
に
は
出
さ
ず

に
い
つ
も
の
状
態
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
体
に
何
ら

か
の
不
調
が
現
れ
た
時
に
は
実
は
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
仕
事
を
休
ん
で
定
期
的
に
病

院
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

り
、
遠
く
ま
で
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
と
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
重
症
に
な
れ
ば
、

治
療
に
よ
り
た
く

さ
ん
の
お
金
が
か

か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
大
変
な

こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。「
自
分
は

健
康
だ
か
ら
大
丈

夫
！
と
思
っ
て
い

る
」
方
に
こ
そ
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の

が
健
康
診
断
で
す
。

　

大
切
な
自
分
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
一
年
に
一
度
は
健
康
診
断

（
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
）
を
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
！
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〈広告欄〉　

 ４月の納税 （納期限４月30日）

�固定資産税・都市計画税（１期）

こちら119（東御消防署）

前 年 比累　　計

－２件19件８件件数

－４名２７名１２名傷者

　０名０名０名死者

市内交通事故統計　２月分　　　　　　

　＝２月の出動件数＝

火災  ０件（２件）　　救急  89件（201件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成2４年２月平成25年２月

12.8℃（２３日） 15.3℃（２日） 最高気温

－13.0℃（３日） －11.4℃（１７日） 最低気温

－0.5℃　　　　－0.4℃　　　　平均気温

71.8％　　　　68.8％　　　　平均湿度

39.5㎜　　　　23.0㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置していますか？
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

 平成２５年２月28日現在

    平成25年度の
国民年金保険料をお知らせします

　４月分から保険料は

　　月額15,040円です。（年額180,480円）

○平成２５年度の保険料６か月前納、１年前納の金額は次の
　とおりです。

※現金支払いの方に対し、４月上旬に日本年金機構から平

成25年度分の納付書が郵送されますので、「６か月分」また

は「１年分」の前納を希望される方は、同封のいずれかの

納付書により４月末までに納付してください。

※口座振替の方も１か月前納制度（早割）、６か月前納等が

ありますので、詳しくは下記へお問い合わせください。

　保険料の納付が困難なときは、
　　　　　　　　免除・猶予の申請を
　国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合、申

請することで被保険者本人、配偶者、世帯主の前年所得額

に応じて、保険料の納付が「全額免除」、「一部納付（一部

免除）」または「納付猶予」される制度があります。また、

学生の方には「学生納付特例制度」があります。

　免除等の申請窓口は市役所国保年金係です。申請の際は、

①年金手帳、②認め印、③（学生の場合）学生証をお持ち

ください。

○退職（失業）による特例免除があります

　退職（失業）による特例免除を申請されますと、通常で

あれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、

保険料の納付が免除されます（配偶者、世帯主に一定の所

得があれば認められない場合があります）。

　特例免除を希望する方は、上記の持ち物のほかにハロー

ワークの証明書（離職票、雇用保険受給資格者証等）が必

要になります。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

●問い合わせ先
　　小諸年金事務所　　　�0267－22－1080
　　市民課　国保年金係　�62－1111 （代表）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

１年度分６か月分１か月分納　付　方　法

180,480円90,240円15,040円現金支払 （月々）

177,280円 

【3,200円】

89,510円

 【730円】

現金支払 （前納）
 【割引額】
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
際
に
、

　
　

届
け
出
は
必
要
で
す
か
。

　
　

税
務
課
資
産
税
係
に
「
家

　
　

屋
滅
失
届
書
」
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
に
よ

り
現
地
を
確
認
し
、
取
り
壊
さ

れ
た
家
屋
を
課
税
台
帳
か
ら
削

除
し
ま
す
。
建
物
を
部
分
的
に

取
り
壊
し
た
場
合
で
も
、
同
様

に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

私
は
、
今
年
の
１
月
５
日

　
　

に
、
市
内
に
所
有
し
て
い

た
家
屋
を
取
り
壊
し
た
の
で
す

が
、
４
月
に
届
く
納
税
通
知
書

の
課
税
明
細
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
家
屋
が
記
載
さ
れ
た

ま
ま
で
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。

　
　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

　
　

月
１
日
（「
賦
課
期
日
」）

時
点
で
の
状
況
を
判
断
し
、
そ

の
年
の
課
税
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
の
家
屋
に
つ
い
て

とうみ

〈広告欄〉

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
 TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ
（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........111111111100000000001111111111No.101

クリーンリサイクル係  �63-6814

 
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は

　

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
廃
食
用
油
の
拠
点
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は
、
紙
な

ど
へ
浸
み
込
ま
せ
て
可
燃
ご
み
へ

出
す
の
で
は
な
く
、
拠
点
回
収
場

所
へ
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ご
み
の
減
量

に
つ
な
が
り
ま
す
。

 
出
し
方

　

廃
食
用
油
を
油
が
入
っ
て
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
て
回
収
場
所
に
設
置

し
て
あ
る
ペ
ー
ル
缶
に
そ
の
ま
ま

出
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

　

天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
等
、
揚

げ
物
に
使
用
さ
れ
る
食
用
油
に
限

り
ま
す
。
水
、
ラ
ー
ド
（
動
物
脂
）、

灯
油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
機
械

油
、
油
か
す
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
飲
食
店
等
で
使
わ
れ
た
油

は
対
象
外
で
す
。

○
塗
料
の
原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル

　

廃
食
用
油
を
蒸
留
し
て
脂
肪
酸

を
取
り
、
こ
の
脂
肪
酸
は
自
動
車

や
橋
梁
を
塗
装
す
る
際
の
下
地
塗

料
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
て
い
ま
す
。

開設時間受入日回収場所

午前8時30分～
　午後5時15分

月・水・金
和コミュニテ
ィーセンター
滋野コミュニテ
ィーセンター
祢津公民館

午前8時30分～
　午後0時30分

火・木

午前8時30分～
　午後5時15分

平　日
市　役　所
北御牧庁舎

午前9時00分～
　午後3時00分

平日及び毎月
第一日曜日

東部クリー
ンセンター

は
、
賦
課
期
日
時
点
で
は
取
り

壊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

今
年
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　

今
ま
で
店
舗
と
し
て
使
用

　
　

し
て
い
た
家
屋
を
、
事
業

を
廃
止
し
た
た
め
に
住
宅
用
と

し
て
使
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

　
　

「
家
屋
用
途
変
更
届
」の
提

　
　

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
、
事
業
用
に
使
用
し
て
い
た

家
屋
を
住
宅
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
住
宅
用
地
の

特
例
が
適
用
さ
れ
、
土
地
に
つ

い
て
の
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課　

資
産
税
係

　
　

�　
－

１
１
１
１ （
代
表
）

６２

ＱＡＱＡ

ＱＡ

※工事のため中央公民館では回収すること
　ができません。（平成２６年３月まで予定）
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（２０１３年４月）

全国青年農業者会議プロジェクト発表
栄えある最優秀賞受賞

　昨年の市報とうみ１２月号でもお伝えしました、２月２８日、
３月１日に東京都で開催された第５２回全国青年農業者会議プ
ロジェクト発表土地利用型作物部門に関東ブロック代表とし
て滝澤栄一さん（下八重原）が出場し、最優秀賞にあたる農
林水産大臣賞を受賞しました。水稲の有機栽培における疎植
栽培の有効性を品質と経済性の観点で検討し報告としてまと
めました。報告のため市役所を訪れた滝澤さんは「与えられ
た時間の中で伝えられたという達成感がある」と話していま
した。

外でも中でも大活躍
市内小学１年生にちび軍手ィ寄贈

　信州大学のハナサカ軍手ィプロジェクトより市内小学１年生
全員にデザイン軍手「ちび軍手ィ」265双が寄贈され、３月１
日には市内小学校を代表して滋野小学校で贈呈式が行われまし
た。同プロジェクトは同大学の学生により運営され、大人用デ
ザイン軍手「軍手ィ」を売り上げで「ちび軍手ィ」を製作し長
野県内の小学生に寄贈しています。市内企業の㈱ミマキエンジ
ニアリングのプリンターを無償で使用しているゆかりもあり、
地域に還元したいということで今回の寄贈となりました。代表
の冨田孝行さん （信州大学４年当時）は贈呈式で「『ちび軍
手ィ』を使って外で元気に遊んでもらうとうれしい」と話して
いました。

『一球入魂』受け継がれる伝統
祢津スポーツ少年団創設50周年

　２月２４日、市内レストラン 餐 
きょう

 神  楽 で実行委員会主催（小林正樹委員
かぐ ら

長）の祢津スポーツ少年団創設５０周年記念式典が行われ、歴代から現在
までの指導者、ＯＢを含めた団員や保護者など合わせて約１００名が参加
し、５０年という長い間続いてきた歴史を振り返りつつ祝しました。
　昭和３８年に卓球教室として発足した同少年団は、昭和５２年に野球教室
へと活動を広げて、スポーツを通じて将来を担う次世代の子どもたちを
育成するという方針のもと、現在まで活動を続けています。代表指導者

の篠原 博  文 さんは今後について「野球を楽しみながら様々な経験をし、
ひろ ふみ

皆で成長していきたい」と話していました。
▲創設者である柳橋勝さんに感謝状が手渡される

▲喜びを語る滝澤さん

▲早速つけて記念撮影

▲

使
っ
て
み
て
ね

ワインをもっと身近に
東御ワインスクール開催

　ワインがもっと楽しみ親しまれることを目的に、東御ワインク

ラブ（玉村 豊  男 会長）主催で東御ワインスクールが３回にわたっ
とよ お

て開催され、市内外からの方も合わせて約150名が参加しました。
　１部は市内ワイナリーのオーナーである、リュードヴァンの小
山英明さん、はすみふぁーむの蓮見喜昭さん、ヴィラデストワイ
ナリーの玉村豊男さんの講演、２部は３つのワイナリーで醸造さ
れた赤白ワインを試飲しながら、飲み方や味の違いなどについて
学びました。玉村会長は「こうした活動を通じて、将来は地元の
皆さんに自慢してもらえるような東御のワインにしていきたい」
と話していました。 ▲玉村豊男さんの講演のようす

▲実際に試飲
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

２
・　

▼
ト
ヨ
タ
部
品
長
野
共
販
㈱
と

２０

の
調
印
式
（
市
役
所
）

３
・
２
▼
東
御
清
翔
高
校
卒
業
証
書
授

与
式
、
全
日
制
課
程
閉
課
程

式
（
同
所
）

３
・
３
▼
第　

回
湯
の
丸
ス
キ
ー
大
会

５０
（
湯
の
丸
ス
キ
ー
場
第
１
ゲ

レ
ン
デ
）

（２０１３年４月）

　３月10日、北御牧公民館で自然エネルギー東御地域協

議会（ 楢  原 
なら はら

 聚 
あつむ

会長）主催の映画『 相  馬  看  花 』上映会が行わ
そう ま かん か

れました。福島第一原発の事故により一変した南相馬市の
人々の生活に監督自らが密着し、テレビや新聞などでは伝
わらなかった現地の様子や人々の表情や肉声に、集まった

約110名は見入ってい
ました。また、会場に

駆け付けた監督である

松林 要  樹 氏との意見交
よう じゅ

換会では、質問やたく
さんの意見が取り交わ
されました。

震災を風化させず、復興を願う
　東部中合唱部が上伊那郡飯島町で開催された県ヴォーカ
ル・アンサンブルフェスティバルでエメラルド賞を受賞し、
福島県で行われる第６回声楽アンサンブルコンテスト全国
大会２０１３の出場権を獲得しました。３月１３日、出場報告の

ため市役所を訪れ、代表で部長の土屋 歩  未 さん、小宮山 雪 
あゆ み ゆき

 菜 さん（ともに東部中２年
な

（報告当時））が「福島の復
興への祈りをこめてホール
に声を響かせたい」「ハー
モニーを響かせて楽しみた
い」などそれぞれ決意を話
していました。

ホールいっぱいにハーモニーを響かせたい

　（２月24日、ふれあい体育館ほか）
●綱引き男子
　優勝…御牧原南部　２位…畔田　　　３位…下八重原Ｂ／本下之城
●綱引き女子
　優勝…上八重原　　２位…中八重原　３位…島川原
●卓球団体
　優勝…上八重原　　２位…芸術むら　３位…本下之城
●バスケットボール
　優勝…羽毛山　　　２位…御牧原南部　３位…御牧原北部／上八重原
●ゲートボール
　優勝…布下　　　　２位…島川原　　３位…御牧原南部／中八重原

平成24年度北御牧地区冬季スポーツ大会結果

　２月27日、コミュニティＦＭ「エフエムとうみ」で東
御清翔高校１年生（当時）の有志５名で「今と昔」をテー
マに遊びや文化、恋愛などの現役高校生との違いについて
実際に取材した内容をもとに１時間の生放送オリジナル番
組に挑戦しました。放送後には様々な反応が視聴者から寄

せられ、パーソナリティを務めた井出 彩  乃 さんは「初めて
あや の

でうまく話せなかったけど、放送についていいコメントを

もらえたときはうれしかった」と話していました。山浦 建 
たける

さんは「聞いている人が楽しいと思えるような番組を作っ
てみたい」と話していました。エフエムとうみの堀育夫放
送局長は「幅広い世代に聞いてもらえるように、今後は地
域の高校生が出演するような番組を作りたい」と話してい
ました。

高校生ならではの番組づくりに挑戦

▲企画を打ち合わせする東御清翔高校生

▲選手宣誓

▲バスケットボール



●
発
行
／
長
野
県
東
御
市

　

〒
3
8
9
│
0
5
9
2 
長
野
県
東
御
市
県
2
8
1－

2

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
８ （　

） ５
８
０
６ 
F
A
X
０
２
６
８ （　

） ５
４
３
１

64

６３

●E
-m
ailshiho-tom

i＠
city.tom

i.nagano.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.tom

i.nagano.jp/

●
編
集
／
東
御
市
総
務
部
企
画
課　

●
印
刷
／
田
口
印
刷
株
式
会
社

市 報

平成 2５ 年
４月１日発行

▼
暦
の
上
で
は
と
う
に
迎
え
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
一
気
に
春
を

感
じ
ら
れ
る
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

▼
今
年
も
市
内
学
校
の
卒
業
式
の
写

真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
式
と
い
え
ば
ど
う
し
て
も
別
れ

な
ど
の
さ
み
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き

が
ち
で
す
が
、
同
時
に
新
た
な
門
出

を
祝
す
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
広
報

と
い
う
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
し
た
瞬
間
に
立
ち
会
い
何
か
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
醍
醐
味
の
一
つ
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
▼
さ
て
私
も

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
こ

の
４
月
号
で
市
報
と
う
み
編
集
を
卒

業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
え

と
な
っ
た
家
族
や
仲
間
、
そ
し
て
何

よ
り
こ
う
し
て
毎
号
読
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
続

け
て
こ
ら
れ
た
２
年
間
だ
っ
た
と
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

（
市
報
担
当　

山
浦
）

編

集

後

記

世帯数

11,680世帯（＋１９）

総人口

31,262人（－６）

男 15,429人 （＋１４）

女 15,833人 （－２０）

（３月１日現在）

人の動き

転入　     81人

転出　     77人

出生　     21人

死亡　     31人

 ※カッコは前月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

　今月号から一年間にわたって「地産地消」にちなんで、市内で採れる旬の野菜や果物を取り上げる中

で、地元の生産農家の皆さんに栽培方法や品種などを、栄養士がおススメの調理法や食べ方を紹介して

いきます。

ほうれん草について教えてください
　今は種まきの機械化で種が丸く 蒔 きやすい「西洋ほうれんそう」が多い

ま

です。ほうれん草は夏の高温多湿の時期以外に育て、収穫まで40日から

60日の短期間で収穫します。他の野菜に比べて虫や病気に強く農薬が少

なくて済むので育てやすい作物です。家庭菜園では根っこが赤く甘い昔な

がらの「日本ほうれん草」をお勧めします。

　以前から直売組合員としてほうれん草を生産していますが、直売所では

消費者が選んでもらえるような少しでも良い品を目指して、株の大きさや

葉っぱの高さをそろえる努力をしています。また、年間を通して直売所の

品ぞろえを増やせるように種をまく時期を少しずらして長く出荷する工夫

をしています。昨年からは 「サラダほうれんそう」も栽培し出荷しました。ほうれん草は加熱して食

べることが当たり前だと思っていましたが、食べてみ

ると案外にも美味しくこれからも作っていきたいです。

農業への思い
　最初は「育てる楽しみ」で夏野菜から入るのがお勧

めです。そして栽培量を増やし直売に参加して「売る

楽しみ」も体験してほしいです。生産者もだんだん高

齢化しているので、小規模でも多くの農業人が育って

ほしいです。

栄養アドバイス
　ほうれん草はビタミン・ミネラルがたっぷり含まれますが、季節や

保存によっても変動します。

　地元で採れたほうれん草を、購入したら早めに料理しましょう。

FMとうみ ７７８.５MHz８.５MHz

 『市民情報広場』
毎週木曜日

　�午後４時～

午後４時55分　

 馬  場   
ば ば

 崇 さん （常田）
たかし


